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ニセ「ジョ■」型帯務管理を阻上しよう
電
機
労
働
者
懇
談
会
や
各
企

業
懇
、
各
リ

ス
ト
ラ
対
策
会
議

な
ど
で
構
成
す
る
電
機
リ
ス
ト

ラ
反
撃
交
流
集
会
実
行
委
員
会

は
７
月
２４
日

（
日
）
、

「賃
下

げ
、
リ

ス
ト
ラ
の
ニ
セ

『
ジ

ョ

ブ
』
型
労
務
管
理
を
阻
上
し
よ

いつ
　
第
４
回
電
機
リ
ス
ト
ラ
反

撃
交
流
集
会
」
を
東
京
都
南
部

労
政
会
館
第

５

ｏ
６
会
議
室
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

５２
人

（会
場
１７
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
３４

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
ス
ト
ラ
の
道
具

利
益
を
蓄
え
る
手
段

集
会
は
、
谷

口
利
男
電
機
懇

事
務
局
長

（電
機

・
情
報

ユ
ニ

オ
ン
副
委
員
長
）

の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
連
帯
あ
い
さ

つ
を
神

奈
川
労
連

の
山
田
浩
文
事
務
局

長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
者
あ

い
さ

つ
で
、
電
機

懇
の
今
井
節
生
代
表
は

「
『ジ

ョ

ブ
型
』
と
目
先
を
変
え

て
い
る

が
、
リ

ス
ト
ラ
の
道
具
、
利
益

を
蓄
え
る
手
段
だ
。
運
用
が
昨

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は
富
士

通
で
３
０
０
０
人
の
管
理
職
を

削
減
し
た
。
評
価
は
客
観
的
と

い
う
が
、
現
場
か
ら
は
今
ま
で

以
上
に
上
司
の
個
人
的
感
情

で

決
ま
る
と
の
声
が
出
て
い
る
。

た
た
か
い
を
大
い
に
広
げ
た
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

電
機
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
は

欧
米
と
異
な
る
制
度

桜
美
林
大
学

の
藤
田
実
教
授

は
、
講
演

「電
機
ジ

ョ
ブ
型
雇

用
を
考
え
る
」
を
行

い
ま
し
た
。

藤
田
実
教
授
は
、
電
機
各
社

（富
士
通
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
立
）

の
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
に

つ
い
て
、

導
入
の
背
景
、
制
度

の
ね
ら
い

と
仕
組
み
を
報
告
。
電
機
ジ

ョ

ブ
型
雇
用
を
考
え
る
視
点
と
し

て
、
①
本
来
的
な
ジ

ョ
ブ
型
で

な
く
日
本
的
電
機
的
ジ

ョ
ブ
型

雇
用
で
あ
る
こ
と
　
②

制
度
導

入
に
よ
る
企
業
成
長
の
根
拠
が

な

い
こ
と
　
③
社
員
間
格
差
と

リ
ス
ト
ラ
の

「合
理
的
」
手
段

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「ぢ
げ

∪
３
８
甘
〓
８

（職
務
定
義
書
）

が
抽
象
的

で

『
独
特
』
で
あ
り
、

欧
米

の
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
と
異
な

る
制
度
。
賃
金
決
定
に
お
け
る

労
働
組
合

の
役
割
が
重
要
に
な

る
。
電
機
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
を
広

げ
な

い
た
た
か
い
が
必
要
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

電
機
リ
ス
ト
ラ
に
は

国
際
労
働
基
準
で
反
撃
を

米
田
徳
治
中
央
執
行
委

員
長
は
、
基
調
報
告

「電

機
リ
ス
ト
ラ
と
の
闘
い

資
本
の
攻
撃
の
特
徴
と
闘

い
」
を
行
い
ま
し
た
。

米
田
委
員
長
は
、
電
機

産
業
の
リ
ス
ト
ラ
は
６８
万

人
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
の

常
時
リ
ス
ト
ラ
、
黒
字
リ

ス
ト
ラ
に
個
別
リ
ス
ト
ラ

が
加
わ
り
、
富
士
通
で
ジ
ョ

ブ
型
リ
ス
ト
ラ
が
強
行
さ

れ
た

こ
と
を
報
告

し
、

「労
働
者
の
雇
用
と
権
利

を
守
る
た
め
に
、
人
権
尊

重
の
労
働
組
合
運
動
を
強

め
よ
う
。
国
連
グ

ロ
ー
バ

ル

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
ど
の

国
際
労
働
基
準
を
労
働

組
合
活
動
に
活
か
し
て

い
こ
う
。

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
発
行

の

責
任
あ
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
職
場
で
活
用
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

電
機
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
は

賃
金
体
系
の
大
改
悪

電
機
懇

の
井
坂
正
敏
政
策
委

員
長
は
、
政
策
提
起

「
『
ジ

ョ

ブ
型
雇
用
』

へ
の
政
策
提
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

井
坂
政
策
委
員
長
は
、
電

機

の

「ジ

ョ
ブ
型
雇
用
」

の
特

徴
と
し
て
、
①
曖
味
な
職
務
定

義
書

（職
務
に
基
づ
く
分
析
や

必
要
な
能
力
や
経
験
な
ど
も
示

さ
れ
て
な
く
、
極
め
て
曖
味

で

抽
象
的
）

②

「ジ

ョ
ブ
」
が
無

く
な
る
と
解
雇

（富
士
通
は
、

富
士
通
グ

ル
ー
プ
外
も
含
め
た

選
択
肢
を
明
示
）
③

「ジ

ョ
ブ
」

（２
面
に
続
き
ま
す
）

７
月
２４
日

（
日
）

講
演
す
る
藤
田
実
教
授

●

第 131号 の 紹 介

1面 第4回電機リストラ反撃交流集会

2面 第4回電機リストラ反撃交流集会

米田委員長メッセージ106
3面 第12回定期大会を成功させよう

告知板

4面 交流のひろ|よ あとがき
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（１
面
か
ら
の
続
き
）

と
賃
金
が
運
動

（異
動
や
担
当

変
更
に
よ
り
職
務
内
容
が
変
更

さ
れ
た
場
合
は
、
職
位
が
変
更
）

④
直
属
の
上
司
に
よ
る
恣
意

的
な
評
価
が
強
化
さ
れ
る
不
透

明
な
評
価
制
度

（客
観
的
な
基

準
や
明
確
な
評
価
ル
ー
ル
が
な

い
）

⑤
自
己
責
任
を
求
め
る

（能
力
開
発
や

ス
キ
ル
ア
ツ
プ

は
自
己
責
任
）
を
指
摘
。

井
坂
政
策
委
員
長
は

「電
機

ジ

ョ
ブ
型
雇
用
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
給
を
含
め
た
賃
金
体
系

を
根
本
か
ら
覆
し
、
賃
金

の
個

別
化
と
降
格

・
降
給
を
制
度
化

し
た
賃
金
体
系
の
大
改
悪
で
す
。

『
生
活
基
礎
給
』
を
賃
金
決
定

の
原
則
に
し
て
い
る
電
機
連
合

の
第

７
次
賃
金
政
策
も
参
考
に

し
て
、
職
場
で
の
た
た
か
い
を

広
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ジ

ョ
ブ
型
雇
用
の
問
題
を

リ
ア
ル
に
告
発

日
立
懇

の
田
中
章
夫
代
表
と

富
士
通
の
Ｋ
組
合
員
は
、
特
別

報
告

「ジ

ョ
ブ
型
雇
用
の
職
場

状
況
」
を
行
い
ま
し
た
。

田
中
代
表
は
、
７
月
ょ
り

一

般
社
員
に
個
別
ジ

ョ
ブ
デ

ィ
ス

ク
リ
プ
シ
ヨ
ン
が
原
則
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
日
立
有
志

で

行

っ
た
労
組
本
部
要
請
に
お
い

て
労
組
本
部
役
員
が

「今
ま
で

の
メ
ン
バ
ー
シ
ツ
プ
型

の
働
き

方

で
は
通
用
し
な

い
。
個
人
の

ス
キ
ル
と
成
長
を
促
す
た
め
に

も
ジ

ョ
ブ
型
人
財

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
必
要
」
と
返
答
し
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｋ
組
合
員
は
、
ジ

ョ
ブ
型
人

材

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
て

一雇
用
と
労
働
条
件
の
維
持
な
ど

の
不
安
や
意
見
が
労
働
組
合
に

２
３
３
３
件
寄
せ
ら
れ
、
制
度

導
入
が
２
か
月
遅
れ
た
こ
と
を

報
告
し
、

「上
司
か
ら
期
待
さ

れ
て
い
る
社
員
は
高
い
レ
ベ
ル

に
、
評
価
が
普
通
の
社
員
は
同

じ
給
与
水
準
の
レ
ベ
ル
に
、
上

司
か
ら
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る

社
員
は
低
い
レ
ベ
ル
ヘ
変
更
、

減
給
」
さ
れ
て
い
る
実
態
を
告

発
し
ま
し
た
。

た
た
か
い
を
６
名
が
発
言

職
場
実
態
と
た
た
か
い
を
６

名
が
発
言
し
ま
し
た
。

☆
日
立
の
村
田
光
裕
さ
ん

希
望
す
る
６５
歳
以
上
の
再
雇

用
を
日
立
に
拒
否
さ
れ
、
団

体
交
渉
や
厚
労
省
と
労
働
局

に
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

☆
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
伊
草
貴
大
さ
ん

横
浜
地
裁
判
決
を
生
か
し
て
、

同
期
同
学
歴
の
処
遇
で
の
職

場
復
帰
を
め
ざ
し
て
労
使
交

渉
を
行
っ
て
い
る
。

☆
ル
ネ
サ
ス
の
組
合
員

会
社
は
半
導
体
不
足
も
あ
り

大
儲
け
し
て
い
る
が
、
社
員

に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
年

間

一
時
金
は
最
大
１
３

ｏ
５

倍
の
格
差
が
あ
る
。

☆
中
村
　
神
奈
川
支
部
委
員
長

三
菱
電
機
の

「監
禁
部
屋
」

撤
去
の
た
た
か
い
で
、
鎌
倉

工
場
で
門
前
宣
伝
を
行
い
、

鎌
倉
市
議
会
で
日
本
共
産
党

の
高
野
市
議
が
質
問
し
た
。

☆
藤
崎
　
愛
知
支
部
書
記
長

三
菱
電
機

の
株
主
総
会
で
、

人
権
侵
害
や
派
遣
切
り
争
議

な
ど
を
問
い
質
し
た
。

☆
平
井
　
群
馬
支
部
書
記
長

沖
電
気
の
３０
才
の
労
働
者
が
、

７
月
９
日
に
体
職
期
間
満
了

を

目
実
に
解
雇
さ
れ
た
。
青

年
労
働
者
は
解
雇
撤
回
の
た

た
か
い
に
立
ち
上
が

つ
た
。

ま
と
め
を
兼
ね
た
閉
会
あ

い

さ

つ
で
、
米
田
徳
治
集
会
実
行

委
員
長
は

「企
業
分
析
も
深
ま

り
、
た
た
か
い
も
広
が

っ
て
い

る
。
ジ

ョ
ブ
型
リ
ス
ト
ラ
を
は

じ
め
と
す
る
電
機
リ

ス
ト
ラ
に

連
帯
し
て
た
た
か
つ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「労
働
者
の
人
権
を
守
れ
」
の
要
求
を
掲
げ
た
取
＝
組
み

米
田
委
員
長
メ

ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
２
年
９
月
１８
日
開
催

の
第

１２
回
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
定
期
大
会

の
議
案
書
が
皆
さ

ん
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
読

ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
期
以
来
続

い
て
き
た
電
機
産
業

の
リ
ス
ト

ラ
は

つ
い
に
６８
万
人
を
超
え
る

規
模
と
な

つ
て
い
ま
す
。

い
ま
職
場
で
は
、
成
果
主
義
、

業
績
主
義

の
名
で
格
差
選
別
が

強
化
さ
れ
、
黒
字
リ
ス
ト
ラ
、

常
時
リ
ス
ト
ラ
に
加
え
、
ジ

ョ

ブ
型
リ
ス
ト
ラ
が
す
べ
て
労
働

者

の

「自
己
責
任
」
と
い
う
形

で
進
め
ら
れ
、
職
場
で
は
巧
妙

に
し
か
も
秘
密
裏
に

「各
個

・

個
別
面
談
」
が
行
わ
れ
、
労
働

者
が
職
場
を
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

一
年
、
電
機
情
報
関
連

産
業
で
の
リ
ス
ト
ラ
策
は
止
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。

各
社

の
人
権
方
針

の
徹
底
を

求
め
る
取
り
組
み
が
重
要
に
な

っ

て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年

６
月

に

一
斉
に
株
主
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
組
合

員
は
、
各
社

の
株
主
総
会
に
出

席
し
て
職
場
労
働
者

の
要
求
を

土
台
に
論
戦
を
展
開
し
、
奮
戦

し
た
こ
と
が
数
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
株
主
総
会
で
は
、

「労
働
者

・
従
業
員
の
人
権
を

守
れ
」

の
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る

こ
と
を
求
め
た
こ
と
も
特
徴
で

し
た
。

日
立

の
株
主
総
会
で
の
質
問

で

「人
権
侵
害
に
係
る
職
場
の

実
態
を
具
体
的
に
示
し
、
是
正

を
迫

っ
た
」

こ
と

に
対

し
、

「人
権
方
針
は
適
切
に
行

っ
て

い
る
」
と
の
真
逆
の
答
弁
で
乗

り
切
ろ
う
と
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
社

長
を
は
じ
め
経
営
幹
部

の
姿
勢

に
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
。

こ
う

し
た
状
況

の
も
と
、

「人
権
尊
重
」

を
大
き
な
柱

に
据
え
た
取

り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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